
工業 
 科目 課題研究 （必修） 

授業時数 ３ 単位 

 情報技術科 履修学年 ３ 学年 

 

目 標 
工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，社会を支え産業の発展を担う職業人とし

て必要な資質・能力の育成を目指す。 

 

●学習内容 

１学期 ３０時間 ２学期 ４２時間 ３学期 ３３時間 

課題設定 

年次計画立案 

基礎研究 

中間報告会 

30 

 

研究活動 

中間報告会 

42 

 

研究活動 

学科内報告会 

全校課題研究発表会 

報告書 

33 

 

 

教材  授業の進め方 

１年次より学習してきた教科書や自主作成

教材（プリント）および専門書等 

 生徒の興味・関心，進路希望等に応じて，「作品製作，製品開発」「調査，研

究，実験」「産業現場等における実習」「職業資格の取得」の中から，個人また

はグループで，工業に関する課題を生徒自らが見いだして設定し，課題の解決

を図る実践的・体験的な学習活動を行い，成果について発表を行う。 

 

●身に付ける能力とそのレベル 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 

活用できる 

（できる） 

「習得する」状況で，かつ，専門

的な知識，技術などの深化・統合

化が図られている。 

「習得する」状況で，かつ，課題

を見出す力に優れ，深い考察と表

現力に優れている。 

「習得する」状況で，かつ，課題

解決に取り組む姿勢が顕著で，繰

り返し学びを深めることができてい

る。 

習得する 

（わかる） 

工業の各分野について体系

的・系統的に理解しているととも

に，相互に関連付けられた技術を

身に付けている。 

工業に関する課題を発見し，工

業に携わる者として独創的に解決

策を探究し，科学的な根拠に基づ

き創造的に解決する力を身に付

けている。 

課題を解決する力の向上を目

指して自ら学び，工業の発展や社

会貢献に主体的かつ協働的に取

り組む態度を身に付けている。 

評価方法 

成果物 

発表会 

報告書 

行動観察および成果物 

発表会 

報告書 

行動観察 

報告書 

 

 

 

 

 



単元別 評価規準 

 作品製作，製品開発 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 

活用でき

る 

（できる） 

「習得する」状況で，かつ，専門

的な知識，技術などの深化・統合

化が図られている。 

「習得する」状況で，かつ，課題

を見出す力に優れ，深い考察と表

現力に優れている。 

「習得する」状況で，かつ，自ら

学ぶ姿勢が顕著で，繰り返し学び

を深めることができている。 

習得する 

（わかる） 

工業の各分野について体系的・

系統的に理解しているとともに，

相互に関連付けられた技術を身

に付けている。 

工業に関する課題を発見し，工

業に携わる者として独創的に解

決策を探究し，科学的な根拠に基

づき創造的に解決する力を身に

付けている。 

課題を解決する力の向上を目

指して自ら学び，工業の発展や

社会貢献に主体的かつ協働的に

取り組む態度を身に付けてい

る。 

調査，研究，実験 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 

活用でき

る 

（できる） 

「習得する」状況で，かつ，専門

的な知識，技術などの深化・統合

化が図られている。 

「習得する」状況で，かつ，課題

を見出す力に優れ，深い考察と表

現力に優れている。 

 「習得する」状況で，かつ，自ら

学ぶ姿勢が顕著で，繰り返し学び

を深めることができている。 

習得する 

（わかる） 

工業の各分野について体系的・

系統的に理解しているとともに，

相互に関連付けられた技術を身

に付けている。 

工業に関する課題を発見し，工

業に携わる者として独創的に解

決策を探究し，科学的な根拠に基

づき創造的に解決する力を身に

付けている。 

課題を解決する力の向上を目

指して自ら学び，工業の発展や

社会貢献に主体的かつ協働的に

取り組む態度を身に付けてい

る。 

産業現場等における実習 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 

活用でき

る 

（できる） 

「習得する」状況で，かつ，専門

的な知識，技術などの深化・統合

化が図られている。 

「習得する」状況で，かつ，課題

を見出す力に優れ，深い考察と表

現力に優れている。 

「習得する」状況で，かつ，自ら

学ぶ姿勢が顕著で，繰り返し学び

を深めることができている。 

習得する 

（わかる） 

工業の各分野について体系的・

系統的に理解しているとともに，

相互に関連付けられた技術を身

に付けている。 

工業に関する課題を発見し，工

業に携わる者として独創的に解

決策を探究し，科学的な根拠に基

づき創造的に解決する力を身に

付けている。 

課題を解決する力の向上を目

指して自ら学び，工業の発展や

社会貢献に主体的かつ協働的に

取り組む態度を身に付けてい

る。 

職業資格の取得 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 

活用でき

る 

（できる） 

「習得する」状況で，かつ，専門

的な知識，技術などの深化・統合

化が図られている。 

「習得する」状況で，かつ，課題

を見出す力に優れ，深い考察と表

現力に優れている。 

「習得する」状況で，かつ，自ら

学ぶ姿勢が顕著で，繰り返し学び

を深めることができている。 

習得する 

（わかる） 

工業の各分野について体系的・

系統的に理解しているとともに，

相互に関連付けられた技術を身

に付けている。 

工業に関する課題を発見し，工

業に携わる者として独創的に解

決策を探究し，科学的な根拠に基

づき創造的に解決する力を身に

付けている。 

課題を解決する力の向上を目

指して自ら学び，工業の発展や

社会貢献に主体的かつ協働的に

取り組む態度を身に付けてい

る。 

 


